
 
 

「抗菌めっき」とその特性（2） 
キーワード [ 抗菌性, 抗ウィルス性、ニッケル系合金めっき] 

 

     

（株）神戸製鋼所が開発した「KENIFINE」の技術供与を受け、「抗菌めっき」ライン（めっき処理可能な処理品寸法：
400mm×800mm×200mm）を現在稼働しています。 

『抗菌めっき』は、現在生活環境の中で問題となっている、O-157・MRSA 等を含む各種病原菌に対して優れた抗菌
効果を発揮します。 

また、2020 年より全世界に猛威を振るっている新型コロナウイルス(SARS-CoV2)についても抑制効果があることを
確認しています。 

新型コロナウイルスは、SARS、MARS などのコロナウィルスの一種で、人の皮膚に付着したウイルスが直接人の細
胞に侵入することはないといわれています。しかし、人の粘膜にはウイルスは侵入し粘膜を介して細胞に侵入します。
侵入したウイルスは、飛沫等により直接または間接的に他人の細胞に侵入するといわれています。物に付着したウイ
ルスはその種類によりますが 24 時間から 72 時間感染する力を持っています。『抗菌めっき』を物に被覆することによ
りその抗菌力で間接感染の危険性を低減できます。 

過去に発行した SAWA テクニカルレポート S-9 「抗菌めっきとその特性」の内容に加え新しい知見を得たので以下
述べます。 

 

(1) 抗菌めっき（KENIFINE）の抗菌メカニズム 

 
①   KENIFINE表面上に水分が付着

する。同時に抗菌イオン（Niイオン、
高還元イオン）が水分層に溶出す
る。 

 
②  細菌・ウイルスが付着水分層に侵

入する。 
 
③   抗菌イオンが細菌・ウイルス内に

接触・侵入し抗菌性を発揮し、増殖
を制御する。高還元性イオンの存在

により、KENIFIN表層への酸化皮膜生成を抑制して抗菌効果を長期に持続させる。 
 
 
(2) 抗菌性と抗菌持続性 

 

 
 
 

 
(3) 耐防カビ性 

  

(4) 実環境下での抗菌性 
 

 

 

 

 

 

 

 
(5) 抗ウイルス性 

 
KENIFINE™は、一般的な抗菌材の 10 倍

以上高い抗菌性があることに加え、過去に
はインフルエンザウイルスや SARS の引き
金となったウイルスと同属のコロナウイルス
（牛コロナウイルス、マウス肝炎ウイルス）に
も抗ウイルス効果があることを確認しており
ます。新型コロナウイルスに対しても効果が
期待できると考え、第三者機関にて効果の
有無確認を目的としたステンレス鋼との比
較試験を実施してまいりました。今回、従来
法より厳しい条件下での評価を行いました
が、ステンレス鋼と比較してウイルスの感染
力が 1/1000 程度になる結果を得ています。 

（継続検討中 2021/2/10 （株）神戸製鋼所プレリリースより） 
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問い合わせ：t-kitadani@sawa-mekki.co.jp 
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